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陰茎保存治療 をおこなった巨大尖圭 コンジローマの2例
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TWO CASES OF GIANT CONDYLOMA OF THE PENIS TREATED 

            WITH PENIS-SPARING METHODS
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Hiromi TOCHIGI and Juichi KAWAMURA

From the Department of Urology,  Mie University School of Medicine

   Herein, we report two cases of giant condyloma of the penis treated with penis-sparing methods. 
In the first case, the papillomatous tumor disappeared with topical use of fluorouracil ointment. In 
the second case, the tumor was treated with topical use of fluorouracil or bleomycin hydrochloride, 
followed by the resection of tumor. Giant condylomas reported in the recent 13 years are reviewed and 
methods of treatment discussed. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 605-608, 1996) 
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緒 言

従来,巨 大尖圭コンジローマの治療は外科的切除が

行われてきたが,近 年さまざまな保存的治療が試みら

れている.今 回,わ れわれは陰茎の保存的治療 を行っ

た巨大尖圭コンジローマの2例 を経験 したので報告す

る.

症 例

症例1

患者:80歳,男 性

主訴=陰 茎部腫瘤

家族歴:特 記事項なし

既往歴:胸 部大動脈瘤

現 病 歴:1987年4月,亀 頭 先端 部 に発 赤 を認 め る も

放 置,1990年10月29日 亀 頭 先 端部 の乳 頭状 腫 瘤 にて 当

院皮 膚 科 を受診 し,外 尿 道 口部 の尖 圭 コ ンジ ロ ーマ と

診 断 され,フ ル オ ロ ウ ラシ ル軟膏 の塗 布 を うけて い た

が,真 性 包 茎 が あ り治 療 の 障 害 とな っ た た め 包 茎 手

術,加 療 を 目的 に1991年1月28日 当科 入 院 とな った.

現 症:亀 頭 先 端 部 に乳 頭 状 腫 瘤 が 認 め られ た(図

1a).

入 院 時検 査 所 見:血 液検 査 で はSCC抗 原 を含 め特

に異 常 は認 め られ なか っ た.尿 検 査 で は細 胞 診class

IIで あ っ た.1991年1月31日 背 面 切 開 術 お よ び生 検

を施行 した.亀 頭 と包 皮 は癒 着 し剥 離 は困 難 で あ り,

亀 頭 部 は乳 頭状 腫 瘤 で 覆 わ れ てい た.

病 理組 織 所 見:弱 拡 大 で は角 化 を伴 う重 層 扁平 上 皮
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の 乳 頭 状増 殖 が 認 め られ た(図2a).強 拡 大 で は,皮

膚 科 に て フル オ ロ ウ ラシ ル軟膏 の塗 布 を うけて い た た

め 細胞 の変 性 が み られ た.大 部 分核 の型 は均 等 でNC

比 も小 さ く異 型 性 に 乏 しか った が,一 部NC比 の増

大 し た 異 型 性 の 認 め ら れ る 部 分 も あ っ た.ま た

koilocyticchangeも 認 め られ た(図2b).以 上 よ り巨

大 尖圭 コ ンジ ロ ーマ と診 断 した.Humanpapilloma-

virus(以 下HPV)の 検 索 は行 わ なか った.

増 大 傾 向 に あ る 動 脈 瘤,高 齢 等 のriskfactorsが

あ った ため腫 瘍 を切 除せ ず 術 後5日 目 よ りフ ル オロ ウ

ラ シル軟膏 の塗 布 を開始 した.軟 膏 の 塗布 開 始 後20日

程 で乳 頭 状 腫 瘤 は消 失 し(図lb),以 後,亀 頭 部 の上

皮 の 再 生 を待 っ て4月9日 退 院 と な っ た.退 院 後 再

発,消 失 を繰 り返 し,フ ル オ ロ ウ ラ シル 軟 膏 の 塗布 を

続 けて い たが,1991年8月22日 胸 部 大 動 脈瘤 破 裂 に よ

り死 亡 した。

症例2

患者:45歳,男 性

主訴=陰 茎腫張

家族歴 ・既往歴:特 記事項なし

現病歴:1993年8月,陰 茎腫張を認めるも放置 して

いたが,疹 痛をともなうようになり1994年7月5日 某

院受診 した。真性包茎であったため環状切開術施行さ

れて生検にてverrucouscarcinomaの 診断をうけた.

加療 目的に同年8月6日 当科入院となった.

現症:一 部亀頭に癒着 した可動性のある乳頭状腫瘤

が認められた(図3a).鼠 径 リンパ節は触知 されな

かった.

入院時検査所見:血 液検査では肝機能異常 を認める

以外SCC抗 原を含め異常所見は認められなかった.

陰茎部分切除を患者に勧めるも拒否 したため8月22

日よりフルオロウラシル軟膏の塗布,9月7日 より塩

酸ブレオマイシン軟膏の塗布を開始 したが,腫 瘍の背

高 は低 くなったものの,サ イズには著変 は認められ

ず,9月29日 腫瘍切除術を施行 した。陰茎側の腫瘍辺

縁 より約lcm外 側でメスにて皮膚切開を加え,皮 下

を鋭的,鈍 的に剥離をすすめた.つ いで,亀 頭の腫瘍

辺縁より約0.5cm外 側でYAGレ ーザーにて切開を

加え腫瘍を摘出した.亀 頭の一部は欠損 したが,皮 弁

にて形成術 を行った.肉 眼的に陰茎海綿体白膜に腫瘍

の浸潤は認められなかった.

病理組織所見:弱 拡大では角化を伴う重層扁平上皮

の乳頭状増殖が認められた.ま た基底部の間質への浸

潤 も認められた(図4a).強 拡大所見では大部分の腫

瘍細胞はNC比 も小さく異型性に乏 しかった.ま た

Fig.3a.
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koilocyticchangeも 認 め ら れ た(図4b).な お,

HPVの 検 出 はHPVDNAを 増 幅 す る プ ラ イ マ ー

を用 い てpolymerasechainreaction(PCR)法 に て

行 った が,腫 瘍 切 除 部 か らHPV6,11,16,18は 検 出

され なか った.術 後 経 過 は順 調 で10月18日 退 院 とな っ

た.フ ル オ ロ ウラ シ ル軟 膏 の 塗布 を行 わず 外 来 にて経

過観 察 して い る が,現 在 肉 眼 的 に再 発 は認 め られ て い

ない(図4b).

考 察

陰 茎 に発 症 した 巨大 コ ン ジ ロ ーマ はBuschkeお よ

びLoewensteinに よ り浸 潤 性 発 育 を示 す コ ン ジ ロ ー

マ と して通 常 の尖 圭 コ ンジ ロ ーマ と区別 し最 初 に報 告

され た1)現 在 で は 巨大 尖 圭 コ ンジ ロ ーマ は,組 織 破

壊 の 認 め られ るBuschke-Loewenstein型,深 部 浸 潤

の認 め ら れ るDelbanco型,悪 性 化 す る こ とが あ る

Israel型 の3型 に分 類 され て い る.一 方 陰 茎 癌 で は,

乳 頭状 増 殖,潰 瘍形 成 を特 徴 とす る.巨 大 尖 圭 コ ンジ

ロー マ と陰 茎癌 との組 織 学 的 鑑 別 点 は 巨大 尖 圭 コ ンジ

ローマ は細 胞 異 型 は ほ とん ど認 め な いが,陰 茎癌 で は

強 い細 胞 異 型,深 部,脈 管 内 へ の浸 潤 を認 め る点 であ

る2)し か し,一 般 に は組 織 学 的鑑 別 は 困難 で あ り,

Daviesら は陰 茎 癌 と診 断 され た100例 を組織 学 的 に詳

細 に 再 検 討 し た と こ ろ,24例 はBuschke-Loewen-

stein腫 瘍 で あ った と報 告 して い る3)ま た現 在 で は,

巨 大 尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ とverrucouscarcinomaは 組

織 学 的 に同 一 で あ る4・5)とい う報 告 が あ る一 方,同 一

で は な い との 報 告 もあ り6),名 称 の統 一化 は な され て

い な い.

治 療 法 につ い て は い まだ確 立 さ れ て お らず,古 く

は,ほ とん どの症 例 で外 科 治 療 が な され て きた が,最

近 で は凍 結療 法,放 射線 照 射,フ ル オ ロ ウラ シル軟 膏

の塗 布,塩 酸 ブ レオマ イ シ ン軟 膏 の塗 布等 さ ま ざ まな

治療 法 が 試 み られ て い る.自 験 例 をふ くめ て,わ れ わ

れ の集 計 しえ た1982年 か ら1994年 まで の28例(自 験 例

2例 お よ び雑 誌 掲 載13例2'7'17),抄 録13例)を 検 討 し

た とこ ろ,初 回治療 に手 術(腫 瘍 切 除術 を含 む)を 施

行 され た の がll症 例(39.6%),初 回 に陰 茎 保 存 的 治

療 を施 行 した もの の最 終 的 に手 術 を施 行 され た のが10

症例(35.7%),陰 茎 保 存 的 治 療 で治 癒 した ものが5

症 例(17,9%),詳 細 不 明2例(7.1%)で あ った.陰

茎保 存 的 治療 で 治癒 した症例 の 内訳 は,フ ル オ ロ ウ ラ

シル軟膏 の塗 布1例,塩 酸 ブ レオマ イ シ ン軟 膏 の塗 布

+凍 結療 法1例,硫 酸 ペ プロ マ イ シ ン全 身 投 与+放 射

線 照 射1例,塩 酸 ブ レオマ イ シ ン軟膏 の塗 布1例,芳

香 族 レチ ノイ ド内服1例 で あ っ た.

ま た,尖 圭 コ ンジ ロ ーマ の場 合 には,ほ ぼ90%近 く

の 割 合 でHPV6/lIが 検 出 さ れ て お り18),尖 圭 コ ン

ジ ロー マ の な か で も強 い細 胞 異 型 を と もな う もの19)

や,陰 茎 癌 で はHPVI6/18の 検 出 率 が 高 い こ とが 報

告 され て い る20)現 在,巨 大 尖 圭 コ ンジ ロー マ と陰

茎癌 の発 生 に明確 な 関連 は証 明 され て い ない が,巨 大

尖 圭 コ ンジ ロー マ で もHPV6/llが 検 出 さ れ て い な

い もの,あ る い はHPVl6/18が 検 出 され て い る もの

は,将 来 陰茎 癌 の 危 険性 の あ る群 と しで1真重 に経 過 観

察 して い く必 要 が あ る と考 え られ る.今 後 は治療 前 よ

りHPVの 局 在 の証 明,さ らに はそ のgenotypeの 同

定 を行 い,外 科 的 あ る い は保 存 的 治療 法 を選 択す る必

要 が あ る と思 われ る.

結 語

われわれは保存的治療を施 した巨大尖圭コンジロー

マの2例 を経験 した.1例 目は保存的治療にて腫瘍の

消失に到ったが,2例 目は腫瘍の消失に到らず,腫 瘍

切除術を施行 した.2例 目の腫瘍部分からHPVは 検

出されなかった.
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